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まえがき 



この 規格 は， 工業 標準化 法に 基づき， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日本 
工業規格 である。 

こ の 規格 は， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このよう な 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 

JIS T 9241 の 規格 群に は， 次に 示す 部 編成が ある。 
JIST 9241-1 第 1 部： 種類 及び 一般 要求 事項 
JIS T 9241-2 第 2 部： 移動 式 リ フ ト 
JIS T 9241-3 第 3 部： 設置 式 リ フ ト 
JIST 9241-4 第 4 部： レール 走行 式リ フ ト 
JIST 9241-5 第 5 部： リフト 用ス リング 



(2) 

著{1«^4^ よ り iiif での 複囊 f ifeiffls は 禁止 さ れて お ります。 
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移動 ② 移乗 支援 用 リフト 一 

第 5 部 〜 リフト 用ス リング 

Hoists for the transfer of persons with disabilities- 
Part 5: Sling sheets 

序文 

この 規格 は， 1998 年に 第 1 版と して 発行され た ISO 10535 を 基に 作成した 日本工業規格 である 力、 対象 
とする 製品 ごとに 部 編成と し， 更に 国内の 事情 を 反映させる ために， 技術的 内容 を 変更して 作成した 日本 
工業規格 である。 

なお， この 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある 德所 は， 対応 国際規格に はない 事項で ある。 変更の 
一覧表に その 説明 を 付けて， 附属 書 JA に 示す。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， 自力での 移動 又は 移乗が 困難な 人 を 対象に 使用す る リ フ トに 用いられる スリ ング について 
規定す る。 

注記 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

ISO 10535:1 998， Hoists for the transfer of disabled persons ― Requirements and test methods (MOD) 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 (MOD) は， ISO/IECGiiMe21 に 基づき， 修正して いる こと を 示 
す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JISL0844 洗濯に 対する 染色 堅ろう 度 試験 方法 
JIS L 1091 繊維 製品 の 燃焼 性 試験 方法 

JIS T 9241-1 移動 。 移乗 支援 用 リフト— 第 1 部： 種類 及び 一般 要求 事項 
JISZ8703 試験場 所の 標準 状態 

3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定 は， flSI お 41.-1 による ほ 力、， 次に よる。 

3.1 

ス リング 

身体に 適合す る 柔軟な 材料で 作られ， 昇降 装置に 連結す る 身体 支持 具 （図 1 及び 図 2 参照)。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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3.2 

負-荷-布 . 一 (balance weiglit) - • 

MS 慰に^： tA 麵 1 篮 PS 重 適な す-なが; M 難;?^ に 如え? 補赫? 

33 

身体 支持 具 (body-support unit) 

被懸ち よ う （吊） 者 を 関連 附属 装 竈と 一体と して 持ち上げ， 移動 又は 移乗させる ときの 身体 を 支持す る 
ための 用具 （例えば， ス リング， 座， ストレッチ ヤーな ど）。 
3。4 

被懸ち よう 者 （iifted person) 
リ フ トで 移乗す る 対象 者。 

M^. よ ."PM^Wm.. Imaxiraiim load)__ 
JIST9241-l.tfi;7gt.5 
3,6 

介助 者 （atteiidant) 

被 O ちょ う 者 を 移乗 又は 移動させる ため， リ フ トの 操作 を 行う 者。 
3。7 

八ノ 力一 (spreader bar) 

身体 支持 具 を 取り付ける 一つ 以上の 連結 点 を もった 剛性の ある 部材。 
3,8 

X 卜_5 ； y フ _ istrap) _ , 

ス リングの うち， ハン ガ 二と 連結す る 部分 （図 3 参照）。 




b) シート 形ス リングの 例 
(頭部 サボ一 卜な し） 



a) ベルト 形ス リングの 例 



C) シート 形ス リングの 例 
(頭部 サ ポー 卜 付き） 



図 1— ス リングの 例 



著作 (iii に よ り 滅渐 での mi, 瓤載等 は 禁止 さ れて お ります。 
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5 設計， 性能 及び 外観 

5.1 設計 

5.1.1 リスク 分析 





d) 脚 分離 形ス リングの 例 
(頭部 サポート なし） 



e) 脚 分離 形ス リングの 例 
(頭部 サポート 付き） 



図 1 ース リングの 例 （続き） 





図 2 — 天井 走行 式 リフトでの 使用例 （各部の 名称） 



図 3 —ス卜 ラップ 



4 種類 及び 区分 

4.1 種類 

種類 は， さエぉ …(身体 ま _ 持. 具)… による。 
4.2 チ 爽驛_ ^よ _ラ.罱；^ 熏霉 えこよ？ > ！? せ」！？ せ K 号-)… 

被懸 ちょう 最大 質量に よる 区分 （区分 記号） は， JIST9241- 



の 4.2 [最大 質量に よる 区分 （区分 記号)] 




iwiiafe に よ り «at での itii, «w は 蘭 止 さ れて お り ま す。 
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リ ス ク 分析 は， さ工? ス M:L??. え-?, 1 丄リ. ？-ク i? た 折.).. に よ る 。 
5.1.2 人間工学 的 要素 

人間工学 的 要素 は， ぉき1?；?^1；!_-1^^_き._1ヌ_」入閭；1；学_的要素_)___にょ る。 

5.2 性能 

5.2,1 ス リングの 性能 

ス リ ン グは 6.2 及び 6.3 の 試験 を 行った とき， 表 1 に 適合し な ければ な ら なレ、 



表 1 一 性能 



試験 


確認 項目 


要求 事項 


方法 


洗濯 乾燥 


外観 


布地 及び 糸の ほ つれ '縫い目の ほころびがない。 また， 損傷' 損耗が な 
い。 


6.2 


染色 堅ろう 度 


変 退色 4 級 以上 及び 汚 や 3 級 以上 とする。 


6.2 


寸法 安定性 


ス リングの 長さ 及び 幅 、図 3 参照） は， 5 % 以上 収縮し ない。 


6.2 


静的 強度 


外観 


布地 及び 糸の ほ つれ' 縫い目の ほころびがない。 また， 損傷 • 摩耗が な 
レ^ 


6.3 



5.2.2 ス リングの 難 燃 性 

製造業 者が 難 燃 性の 材料 を 使用して いる こと をうた う 場合に は， その 材料 は 6.4 の 試験に よって， く す 
ぶり 又は 発火の 現象が あって はならない。 
5,3 外観 

ス リング は， 布地 及び 糸の ほ つれ * 縫い目の ほころびがない。 また， 損 Oi' 損耗がない。 



6 試験 方法 
6.1 一般 
6.1.1 試験 条件 

試験 条件 は， 次に よる。 

a) ス リ ングは 使用者が 実 使用す る 状態で 試験す る。 すべての 試験 は 決められた 順番に 行う。 6.1.3 に 規定 
している 試験 報告書 は， 製造業 者の 技術 記録に ファイルして おく。 

b) 6.2 及び 6.3 の 試験 方法 は， 通常の 屋内 条件 下 で 行う。 

注" JISZ8703 の 規定で は， 温度 20±10°C， 相対湿度 （65 士 30) %。 
6.1.2 試験 装置 

試験 装置 は， 次に よる。 

a) 荷重 試験 器 最大 質量に よる 区分に 応じて， 最大 質量の 150 % までのつ り 上げが 可能な 装置と し， 最 
大 質量 値の 許容誤差 は， 土 2 0/0 とする。 

b) 洗濯機 前面 投入 水平 回転 ドラム 形 又は 上部 投入 かくはん （携拌 ） 形の 洗濯機。 
6.1.3 試験 報告書 

試験 報告書に は， 少なくとも 次に 示す 事項 を 記載す る。 

a) 形式 及び 名称 を 含めた 製品の 種類 

b) 製造業 者 名 及び 住所 

C) 試験に 使用した ス リ ングの 写真 
d) 試験機 関 名 及び 住所 



HflMilfe により での JMl 転載 等 は 禁止され ております。 
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e) 試験 結果 

f) 標準 試験 手順からの 逸脱が ある 場合 は， すべて 記載 

g) 試験 日 

6.1.4 試料の 前 処理 

試料 は， 次に よって 前 処理 を 行う。 

a) 通常， 製造業 者の 出荷 状況の ままと する。 

b) 試料 を 洗濯 ネッ トに 入れ， 更に 次に 規定す る 負荷 布 2) を 加え 総 質量が 2kg になる ように 調整す る。 
注 2) 負荷 布 は 綿 100% の 平織 物 をのり 抜き， 精鍊， 漂白 加工した もので， 単位 面積 当たりの 質量 155 

士 5 g/m2 の 生地 を 使用 し， （92±5) cm><(92±5) cm の 大き さ に 裁断して， 周囲 を ほ つれ 止めす る。 
C) b) を 洗濯機に 入れ， 製造業 者が 指定す る 洗剤 1.6 g/L を 加え， 水位 を 13 cm に 調整して から 表 2 に規 
定 する 条件で 自動 運転させる。 

なお， 洗濯機の 回転 強さ は 弱と する。 
d) 運転 停止 後に， 洗濯 ネットから 試料 を 取り出し， 乾燥 棚の 上に 広げて 平 干し 自然 乾燥させる。 



表 2 — 試料の 洗濯 条件 



洗濯 工程 


水温 


洗濯 時間 


脱水 時間 




。C 


mm 


min 


洗い 


40±3 







すすぎ 1 回 


20±5 







すすぎ 2 回 


20±5 


3 




すすぎ 3 回 


20 土 5 


2 


6 



6.2 洗濯 乾燥 試験 

6丄4 の a)〜e) の 試験 条件に よって， 1 回 ごとに 洗濯， 乾燥 を 行った 試料に ついて， 試験 前の 試料と 比べ 
布地 及び 糸の ほ つれ， 練い 目の ほころび 及び 形の 変形がない かどう か を目視 によって 調べる。 寸法の 変化 

を 測定す る。 以上の 操作 を] 回 繰り返す。 次に， 染色 堅ろう 度 を， さお！^. M4_4. れ& 法に よって 確認す る。 

6.3 静的 負荷 試験 

静的 負荷 試験 は， 次に よる。 

a) 6.2 の 洗濯 乾燥 試験 を 行った 試料に， 最大 質量の 150 % の 負荷 を 20 分 間 かけて 懸垂した 後に， 除 荷す 

る。 

b) ス リングに， 布地 及び 糸の ほ つれ， 縫い目の ほころびが ないか どうか を目視 によって 調べる。 
C) ス リングに， 損傷。 摩耗がない かどう か を目視 によって 調べる。 

6.4 難 燃 性 試験 
難 燃 性 試験 は， さ. による。 

7 検査 

ス リングの 検査 は， 形式 検査 3) 及び 受渡 検査め とに 区分し， 検査の 項目 は それぞれ， 次に よる。 
なお， 形式 検査 及び 受渡 検査の 抜 取 検査 方法 は， 受渡 当事者 間の 協定に よる。 
注 3) 形式 試験 は， 製品の 品質が 設計で 示した すべての 特性 を 満足す るか どうか を 判定す るた めの 検 



著作 權法 により 鎮斷 での iw, wt 等 は 禁止され ております。 
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4) 既に 形式 検査に 合格した ものと 同じ 設計。 製造に よる 製品の 受渡しに 際して， 必要と認める 特 
性 を 満足す る ものである かどう か を 判定す るた め の 検査。 
a) 形式 検査 項目 

1) 性能 

2) 表示 及び 取扱説明書 
h) 受渡 検査 項目 

1) 外観 

8 表示 及び 取扱説明書 
8.1 Ij^TJv 

ス リングに は， 見やす い 所に 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示し なければ ならない。 

a) 製造業 者 名 及び 所在地 

b) 藤搭番 し靈类 II び-纏 f- ち- -ょ— i 爨-方 S 意 J こ- -ょ —る 分 M:t 

例丄… さ I えお 丄- ヒヒ 形ス. リ」 ビ. ダニ— WM 
C) 次の 警告 

被懸 ちょう 者 及び リ フ ト 本体と 不適 合な もの は 使用し ない こと 

d) 家庭用品 品質 表示 法に 基づ く 適切な 洗濯 方法 及び 素材。 

e) 製造 年月 又は その 略号 

f) 被! ！■ ち丄， 量; S 量 

f リ ヌ…. 德豐 ^ょ— う ;i 雄曇丄 MJsg-. (鍾: ^丄 う. 者,… え? 5 き M 登 整^ 盒 H 

g) 雌 燃 性の 表示 （該当 材料 を 使用した 場合） 

8,2 取扱説明書 

取扱説明書に は， 次の 事項 を 記載す る。 

a) 製造業 者 名， 販売 業者 名 又は 販売代理店 名， 並びに その 所在地， 電話番号 及び ファクシミリ 番号 

b) ス リ ン グの取 付 方法 及び 取 外 し 方法 
C) 意図され た 用途 （附属 書 A 参照） 

d) 被疆 ちょう 者に 関する 限定 条件 

e) リフト 本体 とス リングと の 適合 情報 

f) リ フ ト の 取扱説明書 を 参照す るよう に 促す 警告 • 注意 

g) 洗濯 方法 及び 消毒 方法 を 含む 使用 上の 注意事項 

h) 破損 又は 摩耗が 激しい 場合の 使用 中止の 警告 及び 連絡先 
1) 技術 仕様 （次の 事項 を 含む。） 

1) 寸法 

2) 被懸 ちょう 最大 質量 

3) 安全に 係る 注意事項 



著 法に より 鎮爾 での »5» 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 A 
(参考） 
リフトの 適用 

序文 

この 附属 書 は， リフトの 適用に ついて 記載す る ものであって， 規定の 一部で はない。 

この 附属 書 は， この リフトの 典型的な 適用 例 を 示す ものである。 この 原案 作成 時点での 技術水準 を 示し 
ている。 

次の 場合で 用いる とき は， 被懸ち よ う 者 及び 介助 者の 不快 さ を 避ける という 原理に 基づいて いる。 

典型的な 適用 例 
一 車い すとの 併用 
一 浴槽での 使用 
一 ベッドでの 使用 
- シャワー チェア 一との 併用 
一 トイレでの 使用 
一 床からの つり 上げ 
一 他の 福祉 用具との 併用 



著作権法 により 無断での 10»， 転載 等 は 禁止され ております。 



附属 書 JA 



JIS と 対応す る 国 際 規格 との 対比 表 



JIS T 9241-5:2008 移動 • 移乗 支援 用 リフト 一 第 5 部： リフト 用ス リング 



ISO 10535:1998, Hoists for the transfer oi disabled persons ― Requirements ana test 
methods 



(I)JIS の 規定 


(II) 

国際 
規格 
番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技 
術 的 差異の 理由 及び 今後の 
対策 


箇条 番号 及び 
名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1 適用 範囲 


自力での 移動 又は 移 
乗が 困難な 人 を 対象 
に 使用す る リフトに 
用いられる スリ ング。 


ISO 
10535 


1 


障害者の 移乗 を 補助す るリ 
フ ト 及び 身体 支持 具の 一般 

事項。 


削除 


一つの 国際規格 を JIS では 第 2 
〜5 部に 分割。 


規格 利 用 者 の 利 便 性 を 考 慮 
して 第 2〜5 部に 分割。 
実質的な 差異 はない。 


2 引用 規格 
















3 用語 及び 定義 


スリ ング 関連 を 追加。 




3 


用語の 定義 


追加 


JIS に 引用して いる 用語 を 記 

載。 


実質的な 差異 はない。 


4 種類 及び 区分 
4.1 種類 


J1S T 9241-1 を 引用。 








追加 


用途に 合わせ 詳細に 規定。 




4.2 被懸ち よう 最 

大 質量に よ る 区 
分 （区分 記号） 


JIS T 9241-1 を 引用。 






被! 3 ち よ う 最大 質量 120 
kg 以上。 


追加 


日本人の 体格に 合わせた。 


今後， ISO に 提案して いく。 


5.1 設計 

5.1.1 リスク 分析 


JIST 9241-1 を 引用す 
る こ とに よって 間接 
的に 次の 規格 を 引用。 
JIS Z 8051 安全 側面 

一規 格への 導入 指針 




4.1.1 


EN 1441 医用 機器 一 リスク 

分析 

医療用 具の 安全性 を 危害の 
明確 化と リスクの 評価に よ 
つて 調査す る 手順 を 規定。 


変更 


EN 1441 に 規定され ている リ 
スク 分析 手法のう ち 我が国で 
よ く 使われて いる 手法 を 採用 
した。 


規格 利用者の 利便 性 を 考え 
て 規定。 

EN 1441 が 国際規格 になつ 
た 時点で 見直し を 行う。 


5.1.2 人間工学 的 
要素 


JIST 9241-1 を 引用す 

る こ とに よって 間接 
的に 必要 項目 を 規定。 




4.1.2 


EN 614-1 機械の 安全性 一人 

間 工学 的 設計に 関する 原則 
用語と- -般的 原則に ついて 
規定。 


変更 


EN 規格 を 翻訳し 規定。 


規格 利用者の 利便 性 を 考え 
て 規定。 

実質的な 差異 はない。 
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( I )J1S の 規定 


(II) 

国際 
規格 
番号 


(in) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技 

術 的 差異の 理由 及び 今後の 
対策 


箇条 番号 及び 
名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


5.2.1 ス リ ングの 
性能 


試験 後の 損傷 及び 機 
能 損失 を 規定。 染色 堅 
ろう 度 を 追加。 




7.6 


試験 後の 機能 に関する 規 
定。 


追加 


洗濯 乾燥 試験の 性能 評価に 追 
加した。 


国内の?^ 維 製品の 評価に よ 

る もの 'a: ；! ま カロ。 


ハンガーへの 適合 は， 
8.1 の 表示に 規定。 




7.6 


適合に 関する 規定。 


削除 


ハンガーとの 適合 は， 8.1 の 製 
品の 表示で 記載され て い る た 
め， 削除した。 




6 試験 方法 
6.1 —般 
6.1.1 piUISl 条件 


JIS L 0844 を 参考に 
試驗 方法 を 規定した。 








追加 


試験 一般に 関する 手法のう ち， 
我が国で よ く 使われる 手法 を 
採用した。 




6.4 難 燃 性 


JIS L 1091 による。 




7.7.1 


EN 1021-1 家具の 発火 性の 

評価に より 規定。 


変更 


実質的な 差異 はない。 


十 4§ / 一- ケま r^t 寸ス TIC も 口 i 
r^IN ml^n M 力 じ、 9 る JIJ^ 《コ 1 

m 1 十' 
/"d し/し。 


7 検査 










追加 


詳細に 規定した。 




8.1 b) 


最大 質量の 区分 記号 








追加 


体重 の 区分 に 沿 つて 記載す る。 


実質的 差異 はない。 


8.1 f) 


被懸 ちょ う 最大 質量 








追加 


使用者の 体格 範囲 を 明記す る 。 


TCO へ 宝ォ ス 








附属 書 A 




削除 




第 5 部で は 不要 








附属 書 C 




削除 




第 5 部で は 不要 








附属 書 
ZZ 


参考と なる 国際規格と 欧州 
規格 


削除 




第 5 部で は 不要 



JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： ISO 10535:1998, MOD 



注記 1 



注記 2 



との 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 

除 国際規格の 規定 項 目 又は 規定 内容 を 削除 している。 

加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

更 - ……- 国際規格の 規定 内容 を 変更 している。 

JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次に よる。 
一 MOD 国 際 規格 を 修正 している。 
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ご 削 追 変 

箇 I _ 一 
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5.5.3 性能 （本体の 5.2) 

5.5.3.1 ス リングの 性能 （本体の 5,2,1) 

"ス リングの 要求 事項" は， ISO 10535 による ものの ほか， 国内での 浴用 夕 オルの 規格で ある JIS L 
4105:2000 及び 一般 衣料 品の 規格で ある JIS L 4107:2000R を 基に， 洗濯に おける "染色 堅ろう 度" の "性 
能" を 参考に し， JIS L 0844 で 明記され ている "染色 堅ろう 度" に 準じた。 試験の 方法 は， 本体の 6,2 及 
び 6.3 による。 ス リングの "ほ つれ"， "ほころび"， "損傷 • 摩耗" の 状態 は目視 により 判断す る だけで 良 
レ^ 

5.5.3.2 ス リングの 難 燃 性 （本体の 5.2,2) 

"ス リングの 材料" は， ISO 10535 の 7.7,1 において EN 1021- 1:1993 の テスト を 行う ことと している 力、 
この 規格と 同等の 国内 規格と して， JIS L 1091 を 引用 規格と した。 また， ISO 1(1535 の 7.7.2 において 洗浄 
及び 消毒 を 行った 場合の ス リングの 収縮に ついて 規定して いる 力、 本体の 5.2.1 "ス リングの 性能" に 規定 
する ものと した。 また， ス リングに 用いる 材料 は， 火気の 近くで 使用す るな どと いった， 一般 家庭での 使 
用 も 考慮し， 難 燃 性の 材料 を 使用 する ことが 望ましい。 

ス リング は 身体 を 持ち上げ， かつ， 直接 皮膚に 接触す る ことから も， 安全性 を 考慮し， "人体に 無害で あ 
つて， 不快な 臭気が なく， 耐候 性が あり， 染色に 関する 耐 摩擦 性 を もつ もの" とした。 ス リングに 用いる 
材料 は， 国内で 使用され ている 材料 を 使用す る ことが 多く， 一般的な 材料と いう こと を 考慮した。 本体で 
は 特に 試験 方法に ついて 規定され ていない 力 s， ス リ ング 向けに 特別に 用意した 材料 を 使用す る 場合 は， JIS 
L 0841 " 日 光に 対す る 染色 堅 ろ う 度 試験 方法"， JIS L 0847" 海水に 対す る 染色 堅 ろ う 度 試験 方法"， JIS L 0849 

"摩擦 に 対す る 染色 堅ろう 度 試験 方法" な ど を 参考に する。 
5.6 試験 方法 （本体の 箇条 6) 

"試験 方法" に関して は 以前に 社団法人 日本 リハビリテーション 医学 会に おいて， 1995 年に 発行され た 
IS()/DIS10535 に基づいて 作成され た JIS 案と しての "リフト 用ス リング シート （案)" の 試験 方法 を 踏襲 
し た。 こ れは ISO 6330 ： 1984 j ex tiles — Domestic washing and drying procedures for textile testings に 基つ く 
手法で ある。 

5,6,1 —般 （本体の 6.1) 
5.6.1.1 試験 条件 （本体の 6.1.1) 

使用 先での 試験 は 困難で あり， 製造業 者 は 出荷 時に 実際の 使用 状態で 劣悪 条件 を 設定し 試験 を 行い， 安 
全 性 を 確認して お く 必要が ある。 
5.6,1.2 試験 装置 （本体の 6 丄 2 ) 

本体の 6 丄 2a) の "荷重 試験 器" に関して は， 最大 荷重 値の 150 o/o までのつ （吊） り 上げが 可能で あり， 
定められた 許容誤差 を 保持す るに は， 計量 検定 所 等の 検定 関に て， 定期 検定 を 受ける ことが 望ましい。 

本体の 6.1.2b) の 洗濯機に 関して は， 国内で 市販され ている 洗濯機で よい 力、 回転 速度の 調節が できる も 
のが 望ま しい。 

5.6.1.3 試験 報告書 （本体の 6丄3) 

"試験 報告書" は， ISO 10535 の 4 丄 4 で 記載され ている 報告書に 基づき ス リングに 関する 項目 を 記載し 

た。 

5.6.1.4 試料の 前 処理 （本体の 6丄 4 ) 

試料 及び 負荷 布の 総 質量が 2 kg を 超える 場合， 総 質量に 応じて 水位， 洗剤の 量 を 調節す る。 
5.6.2 洗濯 乾燥 試験 （本体の 6,2) 

"洗濯 乾燥 試験" は 自然 乾燥 を 含めて 10 回 繰り返す ので， 余裕 を もって 行った ほうがよ い。 洗濯 堅ろう 

解 3 

著作権法に よ り 無断での 観 it iiit 等 は钃止 されて おります。 
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度 は， JISL0844 に 規定され ている， グレー スケール を 使用す る。 
5.6.3 静的 負荷 試験 （本体の 6.3) 

"静的 負荷 試験" は， 実際の ス リングの 使用 状況で 行う。 最大 荷重の 150 % の 負荷が かけられる 人体 型 
3 次元 ダミーの 使用が 望ま しい。 
5.7 表示 及び 取扱説明書 （本体の 觀条 8) 
5.7.1 表示 （本体の 8.1) 

本体の 8.1 の a)〜g) に 記載され ている 表示 は 7 項目で ある カ^ 製品に 見合った 大きさの 中に 7 項目 を 表 
示し， 表示 場所 は 見やす くて， 破損の ない 場所が 望ましい。 
5.7.2 取扱説明書 （本体の 8.2) 

記載事項 すべて を 記載す る 必要が あ る。 "ス リン グの取 り 付け 方 及び 取 り 外し 方" は， できる だ け 絵図 を 
多く 使用し 分かりやすく する ことが 望まれる。 製造業 者 名な ど は， 感覚 障害者の 利便 性 を 考え 電話番号 だ 
けで な く ファクシミリ 番号 を 記載す る ことと した。 

6 懸案 事項 

a) 種類 別 リフトの 規格 を 作成す るに 当たり， 共通 事項 だけでの 規格 を 作る かどう かにつ いて， 当初 議論 
があった が， 結局 は 規格 群と する ことにした。 共通 事項と して は 種類と 区分， リスク 分析， 人間工学 
的 要素 を 盛り込んだ。 今後 共通 事項と して 規定す る 項目の 整理が 必要で ある。 

b) ス リングと リフトとの 適合 条件 を 明確に ク リアす る ことができず， 例示で， 適合 情報 を 記載す るよう 
にした。 

C) 日本人の 体格から 見て， ISO 規格の 120 kg 以上 をつ （吊） り 上げる というのに 従う の は 困難で あり， 
体重 区分 を 設 け た が， 今後 日 本人 だ けで なく アジア 人の 体格と いう 観点 か ら ISO の 理解 を 求めて いく。 

d) ISO 10535 では， ス リングに 関する 記載が 少ない。 そのため， 平成 9 年度 通商産業省 工業技術 院 委託 
"歩行 補助 具 及び 介護 機器 標準化 調査 研究" 報告書 リ フ ト 小委員会で 作成され た JIS (案） "リ フ ト用 
ス リング シート （案)" を 基に， リフト を 使用す る 上で 必要な 項目 を 追加した 力ま， 性能に 関する 試験 方 
法 を 特定す る ことができず， この 解説に て， 参考と なる JIS を 提示した ものの， 今後 実施され た試驗 
方法 に 基づ き 改定 を 加える 必要が ある。 

7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
a) 本 委員会 

JIS 原案 作成 委員会 構成 表 



解 4 



(委員長) 
(委員） 



尸九属 

国際 医療 福祉 大学 大学院 
経済 産 梁 省 
経済 産業 省 
厚生 労働省 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 

財団法人 日本規格協会 

全国 類髄 損傷 者 連絡会 

社団法人 日本 消費者 生活 ァ ドバイ ザ 一 - 

コン サルタン ト 協会 



繁 平 蔵 司 弘彦義 枝 

^ 昇 龍 憲 正道 正 玉 

ft 中子 下 木 井邊西 

田 金 大髙福 渡 今 星 
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(事務局) 

b) 分科会 

(委員長) 
(委員） 

(事務局) 



国際 医療 福祉 大学 
株式会社 ミ クニ 
株式会社 モ リ ト 一 

株式会社 アーバン 。 ダイナミックス 
ケア メ ディ ックス 株式会社 
日本 福祉 用具 。 生活 支援 用具 協会 
日本 福祉 用具 。 生活 支援 用具 協会 
日本 福祉 用具 。 生活 支援 用具 協会 



所属 

国際 医療 福祉 大学 大学院 

アビリティー ズ。 ケア ネッ ト 株式会社 

明 電興産 株式会社 

パラ マウントべ ッ ド 株式会社 

酒 井 医療 株式会社 

国際 医療 福祉 大学 

株式会社 ミ クニ 

株式会社 モ リ ト 一 

株式会社 アーバン 。 ダイナミックス 
ケア メ ディ ックス 株式会社 
日本 福祉 用具 。 生活 支援 用具 協会 
日本 福祉 用具 • 生活 支援 用具 協会 
日本 福祉 用具 。 生活 支援 用具 協会 

(文責 田 中繁） 



健 生 美浩寛 一 仁 男 

正 勝 正 壮俊喜 あ 

内 下 島 伊島 水 橋 松 f 

竹 柳 森 石 岩 清 高 村 



緊彦隆 寛 一 健 生 美浩寛 一 仁 男 

靖信 徳 正 勝 正 壮俊宜 G 

中 村 村 内 田 内 下 島 伊島 水 橋 松 

田 中 今 武山竹 柳 森 石 岩 清 高 村 
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★ 内容に ついての お 問合せ は， 規格 開発 謂準媒 [FAX(03)3405-554lTEL(03)577(M57l] へ ご 速 絡 

ください。 

★JIS 規格 まく: の 正 u« まひ f 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌 "標準化 ジャーナル" に， 正， 解の 内容 を揭 載いた します。 

(2) 原則と して 毎月 第 3 火曜日に， "日経 産業 新 《r 及び "日刊 工業 新 M" の ilS 発行の 広告欄 
で， 正解 粟が 発行 された JIS 規 1^ 号 及 び 規格の 名称 をお 知 ら せいた します。 

なお， せ 協会の J1S 予約者の 方に は， 予約され ている 都 門で 正課 票が 発行され た 場合， 自動的 
にお 送りいた します。 

★JIS 規格 紫の ご注文 は， 出版4^^部出版サ一 ビス第ー課 [TEM03)3583-8002 FAX(03)3583-0462] 
又は 下記の 当 協会 名 古 厘 支 都, 関西 支部に おきましても 承って おります ので， お 申込みく ださい。 



JIST 9241-5 

移動' 移乗 支 » 用リフ ト一 第 5 部： リフ ト用ス リング 



乎 成 20 年 6 月 20 日 第 1 刷 発行 

発行 人 弘志 
発行所 

財団法人 n 本 規格 協会 

T 107-8440 束 京 ffi 港 区 赤 坂 4 丁目 1-24 

http://www.jsa,orjp/ 



札嚷支 ff 


T060-0003 


札 蛾 市中 矢 [K 北 3 条? 1| 3 丁目 I 札幌大 阿生 命 ビル 内 

TEL (01 1 )26 1 -0045 FAX (0 11)221 -4020 


東北 支 節 




仙台 ^¥翁区ー番町 2 丁目 5-22 穴 吹 第 19 仙 台 ビル 內 
TEL (022)227-833^1^) FAX (022X£6<W)905 


名 古 還 支 » 


T460-0008 


名 古 Wjh 中 区 5r ミ 2 丁目 6-1 白 川 ビル 別 fin 内 

TF 丄 （052)22 卜 iG16<f 弋ぉ） FAX (052)2fJ.V^.snfi 


閱西 支部 


〒 54 卜 0053 


大阪市 中央 区 本 BJ 3 丁目 4 り 本 町 W 村 ビル 内 
TEL {06)626 1 柳 《代 *) FAX (06)6261-9 \ 1 4 


広 島 支 S 




広 島 市中 区 基 町 5"44 広 島 商工 会 M 所 ビル 内 

T£ し （OS ハ 22 1 -7023 FAX (032)223-7568 


四 B 支部 


T 760-0023 


高 松 市 寿 町 1 丁目 2，10 JPR M 松 ビル 内 
tm.(0S7)82I.785i FAX(m)a2M26l 


權鬭支 » 


¥812-0025 


福 H 市 博 多 区 店 厘 町 1-31 » 多 アーバン スクェア 内 
m (092)282^9080 FAX(0W)2S2 - 91 は 
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